


 

 

 

 

 

 

 

コンセッションとは何か？ 
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は じ め に 

 

 

日本経済は以前から、抜本的な構造改革を実行し成長戦略による経済成長を実現しない

限り、長く続いている経済の低迷から抜け出すことは困難な状況にあります。 

政府は、2010 年６月１８日に新成長戦略を閣議決定し、9 月 10 日には「新成長戦略

実現に向けた 3 段構えの経済対策」を閣議決定しており、このなかで新たな PPP・PFI 事

業を推進すめため、コンセッション方式等を導入することを謳っています。 

 

コンセッションは 16 世紀からフランスで行われている包括的な民間委託の手法の一つ

であり、多くの公共施設がコンセッションにより運営されています。一方、イギリスにお

いては、民営化、PFI 等の手法により多くの公共施設が運営されています。 

もとより PFI は判例法の国であるイギリスを発祥の地としており、コンセッションは大

陸法の国であるフランスを発祥の地としておりますが、よく見てみるといずれの制度も民

間の資金と知恵を有効に使うという点において共通の目的を持った制度であります。 

その意味でフランスと同じ大陸法の国である日本がコンセッション導入の検討を行うこ

とは大きな意味を持つことであると思われます。しかしながら、同じ大陸法の仕組みを持

つとは言え、当然フランスの仕組みと日本の仕組みは異なっております。 

 

PFI/PPP 推進協議会では水道事業に携わる方の業務の一助とすべく「水道アフェルマー

ジュ標準契約の手引き」を昨年出版しましたが、今般、政府が唱えるコンセッションの考

え方、仕組み等を正しく理解していただき、より良い仕組みで日本にコンセッションが定

着するようその可能性の検討も含めて本書を出版することとしました。 

 

本書の翻訳(Ⅲ章、Ⅳ章)・出版にあたっては、㈱三井物産戦略研究所：美原 融 氏、鳥取

大学 光多 長温 教授、西川ｼﾄﾞﾘｰｵｰｽﾃｨﾝ法律事務所・外国法共同事業：柴田 美菜子 弁護

士、西頭 英明 弁護士、㈱熊谷組：大島 邦彦 氏に多大なご尽力とご協力をいただくとと

もに、在日フランス大使館のご協力をいただきました。 

 

本書がコンセッションを正しく理解する上での一助となり、コンセッションが日本経済

の構造改革・活性化に貢献できれば望外の幸いとするものであります。 

 

PFI/PPP 推進協議会 

庵屋敷 和史 
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